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過去・いま・そしてこれから 

校 長  竹村 郷 

 

昭和３３年４月、新宿区立落合第六小学校は、新宿区の最西端、西落合の地に産声をあげました。それ

から六十年の月日を重ね、この１０月６日に開校６０周年記念式典を挙行することとなりました。これま

で本校を支えていただいた皆様に敬服と感謝の気持ちでいっぱいです。 

私たち落合第六小学校は、一人一人と向き合い、ていねいかつ大切に子どもたちを育ててまいりました。

それが本校の系譜であり伝統で、また地域や保護者の皆様から多くの支持をいただいてきたところです。

ある意味、これまでの落六は地域や保護者の皆様に支えていただいていた、いい時代であったと言えます。

教えることは明確で、どこでも長さの変わらないものさしのようなものでありました。おそらく、日本中

どこでもが、同一の尺度や価値観で進行させていくことがよかったのだと思います。 

現在は、子どもたちを大切に育んでいこうということの思いは一緒でも、教え育む内容や意味が大きく

様変わりしてきました。というよりは、各校が自分たちの学校の状況を踏まえ、それぞれ向かう先を想定

して取組まねばならない状況です。本校に限らず、授業は子どもと教師が共に学んでいく場でありたいと

願っています。しかし、教え方にこだわり、その技術を磨くことに熱心となりすぎると、子どもたちを受

け手といった基準でしか見られなくなります。教師は教える人で、子どもは教わる人といった固定観念か

らはそろそろ抜け出たいところです。そもそも授業は、教師だけで行えるものでも子どもだけで行えるも

のでもありません。双方がフラットな関係で、授業そのものに関わることで、双方により満足度の高い学

習となるのです。教師と子どもそれぞれが創造性を発揮できる「場」をデザインすることは、とても重要

なことです。 

これまでの本校に視点を移してみると、素直で聞き分けの良い子どもが多いように思えます。ただ、集

団の前や校外では、自分の主張を伝えたり、説明したりすることは、苦手としていました。そして、これ

からの社会を展望したときに、こうすればこうなると言った法則や、こういう時にはこうしておきさえす

れば安心などという定型の備えは、全ての場面では通用しづらくなってきています。聞き分けの良い子、

扱いやすい子は、私たち教員にとっては、願ってもない好素材です。しかし、教員としての良心を発揮す

るならば、今自分たちができることを一所懸命に費やして、実社会につながる応用の効く学力をつけてあ

げようと取組はじめたのが今の本校です。 

まず「子どもにもっと任せてみよう」という発想から、朝会や集会、運動会や学芸会などの司会や運営

を子どもたちの代表に移譲しました。そして縦割り班の活動を充実させ、自分たちで企画したり、プロデ

ュースしたり、プレゼンしたりする活動を行うプロジェクトを様々に展開し始めてから２年目となります。 

子どもが企画・下見してからのプレゼンを行い、全校選挙によって行先を選定して実施する縦割り全校遠

足、落合を豊かにするプロジェクトを縦割り班で考え、企画し、地域や保護者と連携しながら進める「お

ちろく DASH」もようやく本校の定番となりつつあります。双方ともに、悪く言えば無駄の多いメニューで

す。せっかく選定した遠足先も選挙に落ちれば水泡に帰します。豊かにするプロジェクトにしても、合意

形成の中で企画から実践につながらないことも数多くあります。しかし、私たちはあらかじめ枠のあるジ

グソーパズルは求めないことにしたのです。 

 また、私たちは様々な授業改革にも乗りだしています。みんなで学んだことや考えたことを共有するた

めにホワイトボードや ICT 機器を低学年から子どもが活用します。授業は教師から子どもへの伝達から、

教師と子ども、子ども同士の交易に変わり、交易によって富(使える学力)を蓄える方法を学び取っている

姿も数多く見受けられるようになってきました。 

 落合第六小学校は、これまでたくさんの皆様の支えがあって、ここまで歩んできました。そろそろ私た

ち教職員が、皆様に“未来のかたち”をお渡しできるよう、これからも励んでまいりたいと思います。今

後ともよろしくお願いいたします。 

落 六 

平成３０年９月２８日 

http://www.shinjuku.ed.jp/es-ochiai6/index.html 
       新宿区立落合第六小学校 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１１月の主な行事 
 

1日(木)  秋の歯科検診(全) 8日(木)  展覧会① 

9日(金)  展覧会②     10日(金) 展覧会③ 

12日(月) 振替休業日     

15日(木) 就学時健康診断   

16日(金) おちろく班遠足 

26日(月) 個人面談①    27日(火)個人面談② 

28日(水) 個人面談③    30日(金)個人面談④ 

日 曜 行事など 

１ 月 都民の日 

２ 火 全)あいさつ運動(３-２：2 日～6 日) 安全指導  

３ 水 周年式典全体練習 

４ 木 読）クラブ活動  

５ 金 周年式典全体練習 

６ 土 ６０周年記念行事 

７ 日  

８ 月 体育の日 

９ 火 振替休業日 

10 水 後期委員会活動始 区内研究会のため午前授業 

11 木 避難訓練 学校保健委員会 

12 金 音）金管バンドリハーサル 

13 土 ジョイントコンサート 

14 日 新宿ユース 

15 月 全) 

16 火 体)セーフティ教室 自転車交通安全教室 

17 水 新宿区研究発表会のため午前授業 

18 木 歯科講話 味覚の１週間(6 年) クラブ活動 

19 金 児)生活科校外学習(1・2年) 落二中70周年記念行事 

20 土 落二中赤土祭 

21 日 コミュニティスポーツ 

22 月 全) 

23 火 小中フォーラム(5) 

24 水 校内研究会のため 1 年生以外午前授業 

25 木 読)クラブ活動 

26 金 後期委員会発表集会 小中連絡協議会 

27 土  

28 日  

29 月 全) 

30 火  

31 水 午前授業 

伊那移動教室の感想（６年生） 

国語科の学習 「言葉を選んで，短歌を作ろう」 

江戸の歌人 橘曙覧『独楽吟』を参考にまとめました。 

 

 たのしみは 種まき収穫 農作業 

      楽しみすぎて 時間忘れた Y・K 

 

 たのしみは 仲間と一緒にする花火 

       バチバチ光る 線香花火 F・R 

 

 たのしみは みんなと一緒にしたダーツ 

      とても楽しい 移動教室  Y・M 

 

 たのしみは 友と一緒に働いて 

      疲れた後に 飯食らうとき F・K 

 

 たのしみは 初めて作ったハーバリウム 

    きれいな花を 入れていくとき M・A 

 

 たのしみは 水路のそばで 笹舟を 

    作って浮かべて 競争するとき F・C 

 

 たのしみは まきを割っては 次運ぶ 

    時に休んで お菓子食うとき  W・S 

 

 たのしみは みんなと一緒に バーベキュー 

    肉を 4 人で 取り合ったとき  S・K 

 

 たのしみは 夜空の下で 花火して 

    農家さんとの 線香花火    H・F 

 

 雑草を たくさん刈ると ご褒美に 

  じゃがバター食べ おいしかったな I・A 

 

民家では 普段食べない ものばかり 

   いなごの佃煮 へっちゃらさ  A・N 

 

食べたのは 最後の朝食 栗ごはん 

   ほんのり甘い 愛情の味    O・T 

 

１０月の生活目標 

落ち着いて勉強しよう 

 

10 月の行事予定 
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